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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2020-2021年度クラブ方針 

自制心と結束力を繋ぐ理解のハーモニー 
「学ぶLearning・感じFeeling・動くMoving」 

（川口親睦活動委員長） 

会員誕生：成川（雅）君 

配偶者誕生：石垣よしみさん、脇村佳世子さん、 

         應地拓子さん 

結婚記念：上野山（栄）君、北畑君、大塚君、井上君、 

       辻君、川口君、石垣（泰）君 

 

（上野山（栄）SAA） 

橋爪（誠）君：藤井秀香ガバナー、丸山ガバナー補佐、よう

こそ有田RCへお越しいただき誠にありがとうございま

す。ガバナーアドレスよろしくお願いいたします。 

井上君：藤井ガバナー、本日はようこそ有田RCへ。辻さん

入会おめでとうございます。 

成川（守）君：藤井ガバナー、ようこそ有田RCへ。 

上野山（捷）君：藤井ガバナー、ようこそ有田RCへお越し

下さいました。本日はよろしくお願い致します。 

橋爪（正）君：藤井ガバナー、公式訪問御苦労さまです。 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第２９５５回例会） 

令和２年１１月５日(木）  

（橋爪（誠）君） 

 

（川口親睦活動委員長） 

ゲスト：国際ロータリー第2640地区 

     ガバナー      藤井 秀香 様 

     ガバナー補佐   丸山 信仁 様 

 

 

<辻恭治君の紹介>          紹介者 福原陽司君 

入会おめでとうございます。本日入会しました辻君を紹介

します。地元有田で育ち、現在53歳。大阪学院大学を卒

業後、南海信用金庫（現きのくに信用金庫）へ入庫されま

した。本年4月より箕島支店支店長を配任。趣味はスポー

ツ観戦とゴルフです。仕事熱心で何事も前向き、人格的、

社会的にもロータリアンとしても資質は十分適格と判断い

たします。頑張って下さい。 

 

  新会員 

   辻 恭治
つ じ  き ょ う じ

 君 

   昭和42年4月9日 

   職業分類：信用金庫 

  令和２年１１月１２日 第２９５６回 

・前期IDM発表 
  

・ソング：「それでこそロータリー」 

  令和２年１１月１９日 第２９５７回 

・会員卓話 

  「未定」 

・ソング：「四つのテスト」 

１ 

点  鐘 

開催日 

２９５５ Nｏ． 

島 海碩 書 

今月の誕生・結婚祝 

ニコニコ箱の報告 

会 長 

幹 事 
R広報委員長  

橋爪 誠治 

井上 修平 

菅原 佳典 

ゲストの紹介 

 入会式 

 

藤井ガバナーより 

辻君にロータリーの 

エンブレムが装着され

ました。 

 11月結婚記念 

 （左から） 

    石垣（泰）君、辻君、井上君、 

    大塚君、上野山（栄）君、川口君 

          おめでとうございます！！ 



２ 

ロータリー財団月間 

児島君：藤井ガバナー、有田RCへようこそ。辻さん入会

おめでとう。 

脇村君：藤井秀香ガバナー、遠路お越しくださり、ありが

とうございます。 

中村君：藤井ガバナー、ようこそ有田RCへ。辻さん、御入

会おめでとうございます。 

宮井君：藤井ガバナー、ようこそお出でくださいました。

辻君、ご入会おめでとうございます。 

岩本君：藤井ガバナー様、本日はようこそ有田RCへお越

し下さいました。コロナ禍大変なところ、御苦労様で

す。 

松村君：藤井秀香ガバナー、ガバナーアドレス楽しみに

しています。 

中元君：藤井秀香ガバナー、本日のガバナーアドレスよ

ろしくお願いいたします。 

川口君：藤井ガバナー、丸山ガバナー補佐、ようこそ有

田RCへ。本日、どうぞよろしくお願い致します。 

石垣（泰）君：藤井秀香ガバナー、ようこそ有田RCへ！公

式訪問例会よろしくお願いします。 

丸山君：藤井ガバナーよくお越しいただきました。今日は

よろしくお願い致します。 

菅原君：皆様、ご無沙汰しています。コロナ禍に孫が生ま

れました。 

福原君：辻君、入会おめでとう。ロータリーライフを堪能し

て下さい。 

上野山（栄）君：藤井ガバナー、日頃からお世話になりあ

りがとうございます。本日、ようこそ有田RCへお越し下

さいました。辻さん、入会おめでとうございます。楽しく

やりましょう。 

 

（上野山（捷）例会運営委員） 

本日の会員数２９名 

（出席規定免除会員９名） 

出席会員数２６名 

（出席規定免除会員９名） 

 

（橋爪（誠）会長） 

「ロータリー財団月間」 
 コロナ禍で、本日ガバナー公式訪

問を行えたことに、ロータリアンとし

てはとても嬉しく、また誇りに思って

います。藤井ガバナー、丸山ガバ

ナー補佐、有田ロータリークラブに

お越し頂き誠にありがとうございま

す。また、ガバナーより事務局への

ご配慮を頂きましたこと合わせてお

礼申し上げます。後ほどガバナーアドレス宜しくお願い

いたします。 

 11月はロータリー財団月間でございます。ロータリアン

に求められるのは行動です。そして地域との交わりを大

切に、全世界へ目を向ける。その機会を与えてくれるの

が、ロータリー財団の役割であると私はそう考えていま

す。 

 ロータリーは寄付団体ではありませんが、ロータリーの

寄付金は行動を起こすロータリアンのもとへ、支援のため

の栄養素となり届いていきます。ロータリー財団は、全世

界から集まる寄付金を、行動するロータリアンの活動を通

じて健康状態の改善、教育支援、貧困救済を目指し、世

界平和の輪を広げていくのでしょう。我々有田ロータリー

クラブも行動する側でありたいと願います。 

 本年度も、会員皆様からたくさんの寄付金をして頂き本

当にありがとうございます。 

 私個人的には、ロータリーの凄みはここにあると思いま

す。世界に目をむけ、世界の貧困に困る子供たち、人々

へ、また共に平和の実現を願える行動人になるために、

体験できる機会を与えてくれるロータリーの実行力は体感

すべきだと考えています。偉大なる有田ロータリークラブ

の歴史の中にも、頭が下がるうれしい世界への行動をご

紹介させて下さい。 

 私を有田ロータリークラブに導いてくれた故川村克人さ

んには、エンドポリオの活動には是非参加してほしいとア

ドバイスを受けていました。本年度は非常に残念ですが、

コロナの影響で参加は自粛しておりますが、近い将来参

加したいと楽しみにしています。 

〇エンドポリオ  

・キャンペーン実施 

・インドでのポリオ一斉投与運動NID‘ｓ  

 当時、財団担当幹事：故川村克人さんの担当で、2000

年１月に成川守彦会員がガバナーの時に実行されている

活動 

〇ネパール岩村記念病院建設  

 当時、代表幹事：上野山英樹さんの担当で、岩村昇博

士の熱意をうけて、1994－95才門ガバナーのもと病院設

立の用地を寄贈。後に1999-2000成川守彦年度に第

2640地区、第2680地区の関係者が竣工式に出席できる

ようになりました。 

〇ミャンマー農業支援  

 成川雅史国際奉仕委員長の担当で、サポート役に中元

耕一郎会員のネットワークとフットワークを駆使し現地の

方の声に沿った有機肥料を使用した農法のセミナー開催

事業は、現地の方に非常に喜ばれることを体感できまし

た。 

 この国際奉仕を継続していくためには、マンパワーと資

金面から考えると、会員増強は必須だと考えられます。数

は、パワーと人材を育んでくれます。少人数での国際奉

仕は、特定の会員へ重荷になってしまう可能性がありま

す。体力も必要です。地域と国際の奉仕の両輪が回転す

ることが、ロータリーを存分に楽しむ秘訣だと考えていま

す。共にロータリーを行動で楽しみましょう。 

 

（井上幹事） 

1、今月のロータリーレートは104円 

2、第5・6回臨時理事会開催 

 ①11月5日以降は感染症対策をした上で通常例会に戻

す件 

 ②11月5日ガバナー公式訪問の次第の件 

 ③地区立法案検討会に松村君に出席してもらう件  

3、例会変更は後方に掲示しています 

 

 

 幹事報告  

会長の時間  

出 席 報 告              



 

※R財団委員会（中村副委員長） 

 橋爪（誠）君、松村君、上野山（栄）君より特別寄付をい

ただきました。 

 
        

  

国際ロータリー第2640地区 

 2020−2021年度 

 ガバナー  

    藤井 秀香 様 
 

 

 1月、アメリカのサンディエゴで34地区のガバナーエレク

トとガバナーになるべく研修を終え、ドイツから初めての

RI会長ホルガー・クナーク氏のテーマをお聞きし感動し

帰国いたしました。 

 さあこれから3大セミナーの準備に取り掛かろうとした矢

先、新型コロナウィルスの感染拡大が世界を駆け巡りまし

た。 

 全ての参加者の健康と安全が最優先と考え地区次年

度クラブリーダーの皆様との［地区チーム研修］は開催す

ることができましたが、［PETS］［地区研修協議会］は映像

と冊子の配布による代替えとなりました。できれば、対面

式でface to faceで執り行いたく、決定が遅れましたこを、

お詫び申し上げます。 

 地区大会も来年の3月27日・28日に延期することに決

定いたしました。 

 

 新しい日常 ニューノーマルが始まっています。 

 新型コロナウィルスに対する緊急事態宣言が解除され

ましたが、経済活動と感染防止の両立の難しさです。 

 同期のガバナーとオンライン会議を定期的に執り行っ

ています。大変な時にガバナーになったという声が聞こ

えました。 

 ピンチはチャンス！ （谷深ければ山高し) です。 

 人間、生きているといろいろな事があります。 

 隠と陽 痛みや悲しみを経験しなくてはいけない。 

 人を傷つけたり、愛で包む事も出来るのです。 

 ここにいらっしゃる皆様も、何らかの痛みを抱えて生き

ていらっしゃると思います。お仕事の事 お身体の事 家

族の事。全て順風満帆だと言う方はいらっしゃいます

か？ 

 私は辛い事が起こると感謝するのです。 

 これでまた強くなれると。 「おかげさまで。」 

 悲しい事があると感謝するのです。 

 これで人の悲しみがよく解ると、 「ありがとう。」 

 辛い事も悲しい事も乗り越えて生きる事が人生だと言い

聞かせるのです。 

 自分自身に。そうするとふっと楽になるのです。こう思え

るように、ロータリーが私を育てて下さいました。 

 私共の岸和田東RCの、友好クラブ 東日本の福島の

郡山アーバンRCに被災後クラブから、参りました。 

大切な家族や財産を失った人達のお話を聞きました。御

坊さんと神父様が葬いに現場を訪れた折「神も仏も無い」

とおっしゃったそうです。ニュースの画面から、知ることの

できないことを知ることが出来ました。 

 

 私のクラブから姉妹クラブのフィリピンイントロムロスRC

の共同事業で何回か子供達に逢いに行きました。貧しく

て辛くて。でも目はキラキラ輝いて笑顔がとても愛らしい

のです。 

 クラブから震災後訪れた，石垣の崩れた熊本城も瞼に

焼き付いています。ロータリークラブに入会していない

と、体験できませんでした。 

 私の苦しみや悲しみは、たいした事じゃ無いのです。ど

んなことにも乗り越えられる、強さを与えていただき、人に

寄り添う事ができるよう教えて下さった、ロータリークラブ

に恩返しをしようと、ガバナーの大役をお引き受けしまし

た。 

 青少年奉仕で学んだ事を若い世代に送りたい。恩返し

と恩送り。 

 生命の尊さと、はかなさを実感し、今ある自分の「おか

げさま」に感謝して、ロータリーを通じて世界で良いことを

したいと思っています。 

 

 2020年10月に日本にロータリークラブが誕生して100周

年を迎える記念すべき時に、ガバナーを拝命いたしまし

た。日々重責の重さを感じております。 

 

ＲＩの会長のテーマ     

                  ホルガー・クナーク（ドイツ） 

      『ロータリーは、機会の扉を開く』 

 クナークRIの会長は、現会員を維持しクラブにふさわし

い新会員を募る。ロータリーは時代と共に変わらなくては

ならない。 

 ローターアクターや若い職業人、そして多くの女性の視

野と経験でロータリーに新しい風を取り入れなければなら

ない。 

 少なくとも年に一度、戦略立案会議を開き、5年後のク

ラブの姿を認識すべきである。 

 ロータリーとは、単にクラブに入会するというだけでな

く、無限の機会を与えてくれる。奉仕の機会の扉を、開い

てくれる。 

 私達のあらゆる活動がどこかで、誰かの為に機会の扉

を開いています。 

 

私の思いのたけを込めた 2640地区のスローガン            

  『ロータリーと共に寄り添い奉仕の扉を開こう』 

  今ある自分のおかげさまに感謝して 

  救いを求める声に寄り添い 

  ロータリーの友と共に奉仕の機会の扉を開こう 

  幸せを感謝して、幸せのお裾分けをしましょう。 

 

 新型コロナウィルス感染拡大により世界中のロータリア

ンが何らかの影響を受けています。世界中の人達が見え

ないウイルス、敵と闘っています。 

 新型コロナウィルスの感染拡大に伴い緊急事態宣言が

３ 

ロータリー財団月間 

委員会報告 

ガバナーアドレス 



発令され誰もが通常とは全く違う生活を送る事を余儀なく

され、例会も数人の会合さえも許されない事態となってお

り4月5月と、例会を休会されていたクラブも多かったで

す。 

 日本ではロックダウンという形は取らず「お願い」の形で

日本全国の緊急事態宣言が解除されるまでになりまし

た。 

 ジョンズ、ホプキンス大学が9月29日、世界の感染者数

3300万人、お亡くなりになった方100万人を超えたと集計

を出しています。 

 日本経済は9月17日、戦後最悪の落ち込みで4〜6月

期はGDPは27.8％縮小しリーマンショックより悪い結果が

出ました。 

 ただし、それ以降（ポストコロナ）の時代は今までと違う

「新しい生活様式」が待っている。今回の経緯でITリテラ

シーは確実に進化したが、それ以外にも日常生活が大き

く変わるだろうと言われています。 

 

 私の年度はポリオ根絶に力を入れたいと思います。世

界保健機構（WHO）は新型コロナウィルス感染予防策と

して、2020年3月26日付けのガイドラインで大規模なワク

チン予防接種キャンペーンを停止する様に指示しまし

た。それを受けて4月だけで4000万人以上の子供達が、

ポリオワクチンの定期予防接種の機会を失ったと知りまし

た。 

 後少しのところまで来ているのにコロナの更なる影響が

懸念されます。 

 子供達と約束したのだから、守らなくてはなりません。 

 そんな中、嬉しい報告が8月26日早朝ホルガー.クナー

ク国際ロータリー会長から届きました。私は毎日4時に起

きてメールをチェックいたしますが「WHOアフリカ地域の

野生型ポリオウィルスの根絶が認定された」との報告でし

た。ロータリー会員は計り知れない役割を果たしてきまし

た。 

 ここには、徒歩、ボート、自転車、車、ある時はラクダに

乗り数百万人もの保健ワーカーの移動。紛争地帯や政

情不安地域の子供にワクチンを投与するための画期的

戦略などです。 

 過去20年間の世界中のロータリアンとパートナー団体と

共に誇りに思いたいです。 

 残る２つのポリオ常在国で打ち勝つまでは活動を継続

して行かなくてはいけません。（アフガニスタン・パキスタ

ン） 

 私がデグジネートの時から10月24日世界ポリオデー

に、私共の地区には関西国際空港という表玄関がありま

すのでブースを設けて公共・イメージ向上も兼ねてポリオ

根絶を訴えたいと考えておりました。 

 感染拡大により、場所を世界遺産の高野山に変更し

て、10月24日「世界ポリオデー」に合わせて高野山壇上

伽藍内金堂で「ポリオ根絶及び新型コロナウィルス感染

終息祈願法会」を執り行いました。 

 感染症予防で参加者人数を制限し、ロータリアンやイン

ターアクトを代表して高野山高校の生徒と先生。ローター

アクトメンバー約60人が参加しました。 

 フェイスブックの中継動画配信機能を利用して世界中

の人に祈りを捧げるように呼びかけました。 

 法会では、金堂ご本尊で病気治癒を司どる薬師如来

に対し高野山RC所属の僧侶が読経等を行いガバナー

の私が「祈願文」を奉読しました。 

 法会の後の式典では、世界におけるポリオの状況につ

いてお話しさせて頂き2640地区のポリオ根絶に向けた取

り組みも井手委員長の方から報告いたしました。 

 IAC 、RACによる啓蒙活動（ポリオ紹介チラシ付きマス

クの配布 ポリオ根絶のための募金活動）を実施いたしま

した。 

 高野山RC の多大なるご尽力。岡本弥生（河内長野高

野街道RC）をはじめ幹事、委員、会員の皆様に厚く御礼

申し上げます。 

 メディアにも情報発信いたしました。テレビ放映及び新

聞数社も記載して頂きました。 

 ロータリークラブの公共イメージ向上にも貢献できたと

思います。 

 

 インドにポリオワクチンを投与するプロジェクトも考えて

おりましたが、これは世界の感染拡大により実施出来ま

せん。 

 私の年度の予算ですが、 

ロータリー財団年次基金寄付総額は210ドルと変わりあり

ませんが 

  一人あたり        200ドル ➡ 180ドル 

     ポリオプラス    10ドル ➡  30ドル 

 ポリオ根絶は国際ロータリーの最優先活動です。 

ポリオの割合を増やさせて頂きました。 

  

 ポリオを根絶する5つの理由 

 ①生活の向上 

 ②未来への投資 

 ③医療費の削減 

 ④子供の健康の向上 命を守 

 ⑤歴史をつくる 

 

2017年に採択された、ビジョン声明 

 私達は世界で、地域社会でそして自分自身の中で、持

続可能な良い変化を生むために、人々が手を取りあって

行動する世界を目指しています。 

ロータリーの中核的価値観 

 親睦 高潔性 奉仕 多様性 リーダーシップ 

7つの重点分野 

 平和の推進 水と衛生 母子の健康 教育の支援 

 地球経済の発展  疫病との戦い 環境の保全 

4つの戦略的優先事項 

：より大きなインパクトをもたらす 

  「世界を変える行動人」は問題を効果的に解決しま

す。 

：参加者の基盤を広げる 

  「世界を変える行動人」は、互いに刺激し合いインスピ

レーションを与え合います 

：参加者の積極的な関わりを促す 

  「世界を変える行動人」は、人々のニーズを理解しよう

と努めます。 

ロータリー財団月間 

４ 



：適応力を高める 

  「世界を変える行動人」は、独創制があり起業家精神

に溢れ困難に挫けません。 

 

ロータリーの公式標語 

 超我の奉仕 

 最も多く奉仕するもの最も報いられる 

 

ガバナーの基本方針 

：魅力ある生き生きとしたクラブが作れる様 

 各クラブに戦略計画委員会を設け3年・5年後クラブが

こうありたいと目標を立てていただく 

：危機感を持って先を読み、クラブの現況を数値化して 

 データ分析し戦略計画を立てるよう指導する 

：地区の様にクラブ研修リーダーを任命し、例会の少しの

時間を利用してロータリーについて勉強していただくよ

う指導したいです。 

：地区やクラブの強み、弱みを知り目標設定や行動計画

を準備する 

：情報や資料・リソースを活用し、ストーリーを通して 

 心に訴える事でインパクトを与えたいです。 

：直前ガバナー・ガバナーエレクト・ガバナーノミニーと 

 地区戦略会議を開催する。 地区ビジョンを見直す。 

：RLIは実施いたします。次期会長・幹事予定者は出来

れば受講していただきたい 

：インターアクトの研修旅行は、開催できるかどうか 

  （13クラブ）解りませんが、開催されても国内で実施し

ます 

：ロータリー青少年指導者育成プログラム（RYLA）は 

  世界遺産、高野山で若い世代のリーダーを育成・発

掘、心を育てます。 

 私は、小さな頃から何回も高野山に参っております。あ

る時四国88箇所参りを知り御朱印帳を求めました。西国

33箇所、お不動さん参りを終えました。 

 無事に満願成就されます様に白装束での歩きお遍路

さんにも手を合わせました。        

 人間一生に一度は、手を合わせすがるようにお願いす

る事があります。 

 身体でなく、心を育てましょう。目に見えない内部を磨

いてもらいましょう。 

 そして人として育って、リーダーシップを身につけて欲

しい。 

 青少年の皆様に高野山で手を合わせ、お陰様の感謝

の気持ちを、つちかって、欲しいと思います。 

 

：女性会員0クラブ0ゼロ    各クラブ純増１名 

    ローターアクター・若い会員・女性会員の増強 

          

地区、クラブの運営及び活動方針 

 1 例会の充実 

  （例会においてロータリー人生を学ぶ。特に学びの多

い卓話） 

 2 会員を増強して、純増を達成（若い会員、女性会員） 

 3 ロータリー情報の速やかな伝達・提供 

 4 ロータリー・クラブセントラル RIロータリー賞へのチャ

レンジ  マイロータリー の全員活用 

 5 ロータリーの友への投稿 

 6 親睦の多様化（同好会を立ち上げる） 

 7 地域から知られるロータリーと公共イメージ向上 

 8 職業分類調査を実施し実情に沿った会員基盤を築く

ための取り組み 

  （一業種一人の考え方は無くなりましたが、多業種の

集まるクラブという発想） 

 ９ 地元発展に関わる活動 

 10 青少年の未来を明るくするための活動。 

   インターアクト、ローターアクトとの地域社会の奉仕

プロジェクトを計画 

 11 地区財団活動基金（DDF）の活用 グローバル補助

金を利用した海外での活動 

 12 ロータリー財団寄付金 米山記念奨学会寄付金の

目標を全員達成 

 13 公開例会の実施 

   （外部からの卓話講師をお願いした時などに、一般

の方にも声かけ） 

 14 地区大会への全員参加  国際大会への参加 

 15 クラブのあるべき将来像の計画・立案等の推進 

  

会員減少傾向の原因 

 ❶健康上の問題  （病気 高齢化） 

 ❷家庭的な問題  （家族の介護） 

 ❸社会的な問題  （経営環境の悪化 仕事の多忙 

退職） 

 ❹経済的な問題  （お金がかかりすぎる） 

 ❺ロータリーそれ自体の問題 

          （クラブ例会に魅力がない） 

          （奉仕プロジェクトに興味がない） 

          （指導性がない） 

 

女性会員  世界23,6％  日本7％  2640地区7.6% 

アメリカ 3分の1が女性会員 

世界の平均クラブ会員数は３３人 

多様化 L・G・B・Tなど 

      

DDFの利用  地区補助金 グローバル補助金 ポリオ

根絶 ロータリー平和センター 重点分野 災害救援

基金 

 

クラブのベストプラクティス 

クラブの3〜5年後の姿を思い描く。 

⚫年次目標を立て、ロータリークラブ・セントラルに入力

する。 

⚫会員が積極的に参加でき、情報豊かな例会とする。 

⚫クラブ内でオープンなコミニケーションを図る 

⚫後継者を育て、スムーズな引き継ぎを図る 

⚫クラブ運営方法を反映させて、細則を独自に修正する 

⚫会員同士の交流を深める 

⚫会員が心から関心を持てる活動に参加できるようにす

る。 

⚫ロータリーのリーダーとなる人材を育てる 

⚫クラブ運営に必要な委員会を設置する 

ロータリー財団月間 

５ 



ムの環境を整えなくてはいけません。ただし取り残しが

あってはいけません。 

（事務局での参加、職員、会員と参加 サテライトを設け

る。） 

 同期のガバナーとも定期的にオンライン会議を行い揺

るぎない友情を確かめています。 

 ITリテラシーを向上させましょう。 

 

 各クラブは 

どんなクラブにしたいのか 

どんなクラブであるべきなのか 

どんなクラブを目指すのか 

 クラブに、柔軟性、継続性を持って運営して行きましょ

う。 

 私は自分がロータリーを通じて感動したことなどを皆様

に伝えていきたいと思います。 

 皆様と力をあわせて日本のロータリー100周年の記念

すべき年に共に世界で良いことをしましょう。世界を変え

る行動人になりましょう。 

 会員の皆様のご指導ご鞭撻を賜りませんと、浅学菲才

な私は任務を全うすることができません。 

 ここにお願い申し上げガバナーのアドレスとさせていた

だきます。 

 

 
閉会・点鐘 （橋爪（誠）会長） 

 ロータリー活動における感染及びその拡大のリスクを可

能な限り低減しつつ段階的に実施可能なロータリー活動

を再開しています。 

 この様な中でも、世界中で奉仕活動が行われ、マイ・

ロータリーのショーケースで紹介されています。国内でも

多くのロータリークラブが医療従事者にフェイスシールド

や防護服の寄贈をされています。私共の医療法人にも、

多くのマスクや防護服が送られてきました。大事に使わ

せていただいています。 

 閉ざされていた、機会の扉を開けて奉仕活動を進めて

いきましょう。 

 社会の経済活動が動き始めました。 

 経済活動と感染防止の両立の難しさです。 

 

 慎重にクラスター、第二次感染を防ぐためにも、ソー

シャル・ディスタンス、マスク、手洗いを守りましょう。（密閉 

密集 密接を避ける）  

 新しい日常‐ニュー・ノーマルにも慣れてきました。 

 私達ロータリアンは、まず自分が感染せず、感染させず 

早く終息できます様、努力していきたいと思います。 

 日本経済に大打撃を与えた、コロナショック！広がる経

済格差、深刻化する難民問題、核問題、貿易戦争などな

ど世界は目まぐるしく変わり様々な問題を抱える様になり

ました。地球温暖化の気候変動による自然災害。 

50年に一度！観測上初めて！命を守る行動を！毎年聞

いています。 

 このところ頻発している地震。東海南海トラフ地震が近

いのかなと懸念しております。インフラとライフラインが駄

目になります。 来るべき災害も踏まえ、オンラインシステ

ロータリー財団月間 

６ 

 

藤井秀香ガバナー公式訪問を記念して 


